
学習支援の現場から



発達障害がある子、
勉強や友だちづき合いが苦手な子が
一人ひとりに合わせて学べる学習塾

●千葉 ●東京 ●神奈川 ●茨城県 12教室

生徒数：2500人 （2歳～社会人）



●個別学習クラス 〇総合クラス ＳＳＴ

●ことば・もじ・かず
●国語・算数・英語／受験科目
●コミュニケーション・ＳＳＴ
●ビジネス

〇個別学習×ＳＳＴ
（集団）

★受験対策クラス
★社会人クラス



民間支援機関としての役割

１．一人ひとりの力をのばす
発達段階×特性に合わせた指導×教材

２．進路選択の「道しるべ」・保護者サポート

３．仲間づくりと「働く」を支える長期支援

４．関係機関との連携 委託事業

→発達障害理解・啓発



「勉強が苦手」だけれど・・・
×キライ
×やりたくない

「うまくいく方法が わからない」
→うまくいく方法を見つける

（他の子とやり方がちがってもいい）
「やっても できない」と思っている

→できることからやってみる
（できることがあると気づく）

「一人では できない」と取りかかれない
→いっしょにやってみる



学習支援の例

・本人の力に合わせた課題調整
（学校の単元？ 基礎単元？）

・意欲的に取り組める課題・教材の工夫と声かけ

・課題（問題）量の調整

・大きさ・スペースの調整

・理解に合わせた声かけ（「通訳」・ヒント）

・集中できる時間、環境の設定 など



20才からの人生を自分らしく生きるために

・心と体が健康である

・家庭や職場で、そこそこうまくやっている

・家庭と職場以外に、居場所がある

・好きなこと、楽しいことがある

・必要なサポートを活用できる

・理解しあえる仲間がいる
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